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【一般講演9】 第35席 聖人の時代・第４報

岡山 恒枝 信三

【序ノ段】

黄帝内経素問『陰陽応象大論第五』には「帝曰、余聞上古聖人、論理人形、列別蔵府、端絡経脈、会

通六合、各従其経気穴所発、各有所名。渓谷属骨、皆有所起。分部逆従、各有条理。四時陰陽、尽有経紀。

外内之応、皆有表裏。其信然乎。」という記述があります。

この論文は、聖人の時代に生きた人たちが論理したことを再度論理することで、古代の人たちが、『黄

帝内経』を書くために、あらかじめ知っていたと考えられる知識を、「推測」、「再構築」して見るという

試みの〈第四報〉です。

【経脈の流注の配列と五蔵の関係】

●『概要』

黄帝内経に登場する「順番を持つ枠組み」の多くが、「四時」もしくは「五行」に准ずるものであるのに

対し「経脈の流注の配列」は、そのどちらでもなく一見しただけではその「配列の意味するところ」を理

解するのは困難です。以前、「聖人の時代＜第一報>」において陰陽論には1方向型の『樹木型陰陽論』と

循環型の『巴型陰陽論』の2つの型がある事を述べました。また「聖人の時代<第三報>」において、上記

の2つを重ねて考察する事で「五蔵の形と機能」を観る事が出来る事を述べました。実はこの概念を実際

に図示する事で「経脈の流注の配列」の意味するところが浮かび上がってきます。今回はその図の作成方

法を紹介するとともに「12経脈の流注」について考察してみたいと思います。

●『手順』

1．作図

1）『1～9の理論』に基づき、土台の作成

2）3本の柱を建てる《左（陽）・中・右（陰）》

3）『四時の陰陽論』の投入

4）『三陰三陽論』を重ねる

5）『樹木型陰陽論』と『巴型の陰陽論』との位置関係を確認する

2．「12経脈の流注の配列」を観る。

1）手足の陰陽に分けた場合

2）表裏の陰陽に分けた場合

3．結語
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